
女「わたしのしょうらいのゆめは、おとこくんのにくどれいになることです。 
　　わたしはおとこくんがだいすきだから、ずっといっしょにいたいけど、こいびとよりはいぐうしゃより、 
　　あるいみみっせつなかんけいになれるのがにくどれいだとおもうのです。 
　　でも、そうなるとおとこくんのこいびとやおよめさんのぽじしょんがあいてしまいますので、 
　　やっぱりこいびとけんはいぐうしゃけんにくどれいというまぼろしのとらいあんぐるをきずきたいとおもいます。 
　　いちねんにくみ おんな 

　　………だってさ！あはは、かわいいこと書くよね～、一年生のときのわたし」 

男「ああ……そうだな」 
女「でっさ、こないだアヤハディオ寄ってみたらかわいい首輪と手綱が売ってあったから思わず買っちゃった！ 
　　今夜のおさんぽはこれでイキたいなぁ～～♪」 

男（………………………三つ子の魂………か……）


